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＜病棟連絡事項＞　
・3/11　14時～実施予定『春まつり』
→リハーサル3月5日(木)16時～　体育館で
＜ベッドコントロール＞
・東野　愛様～東病棟よりAユニット41号室へ転入。
・正木　なおみ様、山谷　由香様～北病棟へ転出
・赤石　陽介様、井上　和美様～北病棟よりBユニット28号室へ転入。
・泉　沙耶様～東病棟へ転出
＜患者様連絡事項＞
・小田　沙也加様～ハップスター処方頂く。
・山本　久美子様～不穏時薬処方頂く。

・藤井　理代様～2/25主治医へ肩疼痛について情報提供し、レントゲン検査を検討していただく。

・中村　聡様～ハップスター、フルチカゾン処方頂く。
・東野　愛様～ハップスター処方頂く。
・沼山　真紀子様～ヘパリン類似物質油性クリーム処方頂く。
・大塚　勇人様、角濱　義弘様、中村　聡様～臨時薬2/25～分処方頂く。
・瀬川　高雄様～サンライズケアサービス　古屋敷様　スタッフ1名様、フラットベース　かなぶち様、　ご本人様、病棟スタッフ　で面会実施している。「他の入居者様の事が気になり話し掛けが多くなったり、他患者様の首を締める等のトラブルがあった事から、断られており難しい」とお話あり。また、GHや施設の場合、他の利用者様の事も気になったり、トラブルに至った経緯があることから、訪看やヘルパー利用し単独で生活した方がいいのではないかと提案あり。サンライズの事務所敷地内に、アパートがあり、現在1室は空いているとの事。ヘルパーや訪看の利用は対応可能で、デイケアも利用可能ではあるとの事で主治医へ確認お願いします　と依頼あり。また、家賃は4万3千円+水道光熱費　の費用はかかるとの事。他、金銭管理に関しても、現時点ではご本人様は拒否されているが、検討お願いします　との事で、成年後見人を立てるのもいいのでは？とお話しあり。
・藤井　理代様～体験利用より帰院されている。「お父さんと外出はもうしません」と訴えあり。スタッフが理由を問うと「どこかに連れていかれる気がするから」と妄想様。PSWより3/18、3/19宿泊体験であると情報あり。（詳しくはPSW記録参照）外泊申請済み。そこで問題なければケア会議調整し退院とする。持ち物は体験料金合計が2981円　追加で布団代が3300円となる。他着替え、薬、洗面用要。
・平山　敬之様～母様より、「ペイペイカードが届いたがどうしたらいいか」とお話あり。以前ご本人様より、“プリペイドカードと間違ってクレジットカードを申し込んでしまった。”と相談があり、解約したいと思います。といった意向であることをお伝えしている。後日、カードを持参して下さるとの事。
・福村　秀吉様～2/25～　2日分管理2/27～　7日分管理　とする。服薬カレンダーは使用せず、薬袋から1回分ずつ取り出し、詰所前に来てスタッフに声掛け目の前で内服する。内服したら、自身の名前のところに○をつける。落とさない、紛失しない、他者に盗られないよう管理してほしい等上記説明し、了承あり。※詳細は本人に用紙渡しています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・木口　柊太郎様～スタッフ服薬介助時、服薬カート上の物（ロナセンテープや服薬ゼリーなど）を勝手に触る行為や、他患者に対して執拗な声掛けを自制できず。「嫌な事を言われて壁をガンガンしちゃいました。」「嫌なこと言われてティッシュペーパーを食べました。」と訴えあり。スタッフ介入にも理解は乏しく開き直る様子あり。引き続き精神症状の観察と適宜介入を行っていく。
・瀬川　高雄様～上記時間にBユニット詰所に険しい顔で来所。急に「なんでお前にそんなこと言われないといけないんだ!!」「おれの事は関係ないだろ!!」「あぁ？!」と当スタッフを指さしながら大きめの声で訴える。どのことを指しているのか分からず聞くも、同じことを繰り返す。何度か同じことを聞くうちに「髭剃りの事だよ」と話し、面会があるので髭をそったらどうかと提案をしただけであることを伝えるもイライラ収まらず、「ほっとけ!!」と言いながら部屋に戻ることあり。引き続き精神症状の観察行い、適宜主治医へ情報提供行っていく。
・小田　沙也加様～他患者様から執拗に挨拶、話しかけをされたことで落ち着かず。

夕食後には眼球上転した状態で棟内を歩く様子あり。夕食後薬を与
薬し自室へ誘導するがすぐに出てきており安静を保てず。眼球上転
したままテーブルにねそべりそのまま頭から降りようとする様子
あり、継続礎にて対応。引き続き精神症状の観察行い、見守り強化していく。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・平山　敬之様～他患者様とのトラブルはなく食事摂取され夜間は頓用服用せず良眠されている事、自身が入浴後詰所へドライヤーを借りに来た際スタッフが大人数いることに対し「威圧的で嫌だった。だから入浴はしない」「イヤホンの欠けている部分が広がっている。スタッフのせいではないか」といった被害的、自己中心的な言動があった事、を情報提供行っている。診察時は、物品の預かりに関してはスタッフは意図的に力を加えることはないので安心して下さい　と主治医より説明していただき、何とか了承されている。夜間は入眠できている事もあり、薬剤調整なく継続処方となっている。また、スマホとタブレットを繋ぐケーブルが必要であるとの事で、短い物なら　との事で主治医より許可あり。
・畑山　幸子様～依存的言動は無いが、表情冴えず活気無く過ごされ食事も2/3程度摂取され夜間は良眠されている事、作業療法も体調により出たり出なかったりである事、退院先の選定に関し長女様へ架電しているが応答なく折り返し待ちであることを情報提供行っている。診察時は、作業にも出られず、立ち眩みがある事、食事も食べられいないこと、火照りも少しあると不調を訴えられている。処方変更あり、イフェクサー中止、ミルナシプラン（25）2T→3T　3×へ増量、スルピリド（50）1Ｔ　1×朝と　1Ｔ　1×夕　が追加となる。
・小泉　裕子様～水の神様に関する妄想言動あり一時的に拒薬があったが、再三の促しで服薬されている事、食事は摂取され夜間は比較的入眠されている事を情報提供行っている。診察時も水の神様に関する妄想言動聞かれている。薬剤調整にて、コントミン(25)1Ｔ→2Ｔ　へ増量あり。
・赤石　陽介様～一時的に体温37.8℃　となることあるが他バイタル異常無い事、金銭やや私物に関する訴えがあり、金銭状況により対応困難である事を説明するも納得されずイライラした様子があったが他精神変調ない事を情報提供行っている。診察時も穏やかに返答されている。主治医より、尿路感染を起こす回数が多いと情報共有あり、レボフロキサシンは　2/26まで処方となり、他継続処方となっている。
＜馬渡Dr. 患者様診察情報＞
・寺井　恵利子様～診察にて、スタッフが口腔内に錠剤を入れていたが「やめてほしい
です」と訴えがありスタッフが説明していた事、起床後白湯を頻回
に飲みスタッフが声掛けするも理解乏しかったこと、深夜帯で徘徊
目立ち落ち着きのなさがあった事、スティックコーヒーにさらに
砂糖を入れようとしていた事、嘔気訴えナウゼリン服用していた事
を情報提供。診察中、幻聴については「あります」と返答あり。

診察中主治医より微小妄想（罪業妄想、貧困妄想、心気妄想）が
無いか観察するよう指示あり。処方薬の変更はない。
＜皮膚科診察情報＞

・中村　聡様～特変無し、同前処置。
・岩館　俊治様～特変無し、同前処置。
・山谷　由香様～左右手背、右前腕外側に瘢痕様結節、掻痒、瘢痕（+）
　　　　　　　　デルモゾールクリーム塗布　デルモゾールDPクリーム1本処方
・木口　柊太郎様～右第一趾　爪囲に発赤　角化、落屑、痛み（+）

　　　　　　　　　ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ
・古積　幸太様～皮疹の発赤、痒み、稍軽減、同前処置
1 ダベジール2T　2×1/7日分処方
・曽我　正子様～両足底の鶏眼摘除　なお角化著明　尿素クリーム塗布にて経過観察
　　　　　　　　尿素クリーム1本処方
＜倫理カンファレンス＞
本日は延期
